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村
長
　
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
た
め
研
究
を
進
め
る

　
　
　
防
災
訓
練
を
契
機
と
し
た
地
域
活
性
化
、
地

　
　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
を
。

　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
防
災
力
強
化
の
カ
ギ

　
　
で
あ
る
こ
と
は
、
強
く
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
力
の

　
　
高
揚
を
。

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
地
域
で
の
様
々
な
行
事
が
行
な
わ

　
　
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
を
豊
か
に
す
る
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
村
の

課
題
に
つ
い
て
、
よ
り
よ
く
解
決
し
て
い
く
力
を
育

成
す
る
取
り

組
み
を
行
な

っ
て
い
る
。

　
村
を
誇
り

に
思
え
る
、

郷
土
愛
の
醸

成
の
た
め
の

教
育
や
、
ふ

る
さ
と
を
創

り
支
え
る
教

育
は
大
切
だ
。

村
長
　
山
林
資
源
や
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

清
水
高
原
の
活
性
化
を
図
る

　
　
　
観
光
道
路
わ
き
の
草
木
が
枯
れ
て
い
る
原
因

　
　
は
何
か
。

　
　
　
今
年
度
は
、
除
草
剤
散
布
を
行
な
っ
た
。
来

　
　
年
度
か
ら
は
、
観
光
道
路
の
自
然
を
守
る
た
め

に
、
草
刈
り
作
業
に
よ
る
道
路
わ
き
整
備
を
行
な
っ

て
い
く
。

　
　
　
観
光
道
路
の
崩
れ
落
ち
そ
う
な
倒
木
や
、
横

　
　
吹
沢
の
伐
採
し
た
木
材
撤
去
の
予
定
は
。

　
　
　
倒
木
は
早
期
に
撤
去
し
た
い
。
伐
採
し
た
木

　
　
材
は
松
本
森
林
組
合
の
対
応
と
な
る
。

　
　
　「
元
気
の
で
る
鐘
」
ま
で
の
登
山
道
を
整
備

　
　
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
除
草
整
備
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
具
体

　
　
的
な
整
備
予
定
は
な
い
。

　
　
　「
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
」
の
新
し
い
指

　
　
定
管
理
者
と
の
話
し
合
い
の
経
過
と
、
村
と
し

て
の
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
選
定
し
た
ド
リ
ー
ム
ホ
テ
ル
と
引
継
ぎ
を
行

　
　
な
っ
て
い
る
。
村
と
し
て
は
指
定
管
理
者
、
観

光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
清
水
高
原
の
活
性
化
を
検

討
す
る
。

　
　
　
清
水
高
原
の
自
然
・
施
設
・
文
化
財
を
ど
の

　
　
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
清
水
高
原
に
共
存
す
る
村
の
貴
重
な
資
源
を
、

　
　
有
効
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。
ま

た
、
定
住
者
の
福
祉
面
な
ど
を
考
え
て
い
く
。

　
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
休
日
議
会
と
し
、

８
日
に
11
人
が
17
件
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

●
質
問
時
間
は
40
分
（
通
常
は
60
分
）

　
山
形
村
で
は
、
議
員
が
質
問
で
き
る
時
間
は
答

弁
を
含
め
て
、
今
回
は
一
人
40
分
以
内
で
す
。

●
一
問
一
答
方
式

　
質
問
は
、
一
つ
質
問
し
て
一
つ
の
回
答
を
得
る

一
問
一
答
方
式
で
す
。
よ
り
問
題
を
深
め
ら
れ

る
方
法
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
事
前
通
告

　
質
問
し
た
い
議
員
に
は
、
前
も
っ
て
質
問
内
容

を
記
し
た
事
前
通
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は

　
一
般
質
問
は
、
村
が
行
な
う
す
べ
て
の
事
務
や

事
業
に
関
し
て
、
何
で
も
質
問
で
き
る
大
事
な

議
員
活
動
の
場
で
す
。
年
４
回
の
定
例
会
の
み
、

臨
時
会
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

一般質問一般質問

（
休
日
議
会
）議
員
11
人
が

村
政
を
問
う小出敏裕議員

清
水
高
原
の

　今
後
の
在
り
方
を
問
う

明
日
の
地
域
を
支
え
る

　
　
　
　
　人
材
づ
く
り
に
、

山
形
村
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
、

新
し
い
支
援
・
助
成
制
度
を

　
　
　
　
　考
え
ら
れ
な
い
か

百瀬昇一議員

「次代を担う子供たちのために～これから
のコミュニティの在り方を考える～」研修

11月21日㈭　ミラ・フード館

〇
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
関
す
る
措
置

の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
山
形
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　〇
塵
芥
処
理
費

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
更
新
工
事
　
　
　
　
320
万
円

　
（
サ
ン
ク
ス
Ｂ
Ｂ
の
計
量
機
）

　〇
道
路
新
設
改
良
費

　
道
路
新
設
改
良
、
舗
装
新
設
事
業
工
事
　
143
万
円

　
（
唐
沢
交
差
点
）

　〇
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
費

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
　
　
　
　
　
150
万
円

　
（
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
増
額
）

〇
村
の
義
務
に
属
す
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

専
決
処
分
に
つ
い
て

〇
人
権
擁
護
委
員
　
　
河
西
　
廣
志
氏
　（
小
　
坂
）

〇
妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康
診
査
の
実
施
を
求

め
る
陳
情
書

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
役
場
サ
ー
バ
ー
室
（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
関
係
）
無
停
電
電
源
装
置
用
非
常
用
発

電
機
設
置
工
事

　
千
886
万
円

〇
令
和
元
年
度
道
路
舗
装
補
修
工
事

　
＊
村
道
１
級
５
号
線
下
大
池
中
央
通
398
ｍ千

625
万
円

〇
令
和
元
年
度
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
ポ
ン
プ
更
新
工
事

　
（
汚
水
の
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
）

　
＊
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
ポ
ン
プ
場
４
箇
所
　
　
299
万
円

　
第
４
回
定
例
会
を
12
月
６
日
に
開
会
し
、
12

月
13
日
ま
で
８
日
間
開
催
し
た
。

　
議
案
12
件
、
陳
情
１
件
、
報
告
１
件
、
諮
問

１
件
を
審
議
の
う
え
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
８
日
に
11
人
が
登
壇
し
、

村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

令
和
元
年

　
第
４
回
議
会
定
例
会

令
和
元
年

　
第
４
回
議
会
定
例
会

議
　
　
　
案

基

　金

　費

土

　木

　費

衛

　生

　費

主
な
事
業
等
補
正
予
算

工
事
の
発
注
状
況

報
　
　
　
告

諮
　
　
　
問

（
請

　願
・
陳

　情
）

（
請

　願
・
陳

　情
）

役場サーバー室無停電電源装置用非常用発電機設置工事
（インターネットを通してサービス提供するコンピューターバックアップ）

＊
山
形
村
と
し
て
妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康

　
診
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
村
長
へ
送
付
し
た
。

2３

Ｑ AA Ｑ

ＱＱ Ｑ AAA

Ｑ ＱA A



村
長
　
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す

る
た
め
研
究
を
進
め
る

　
　
　
防
災
訓
練
を
契
機
と
し
た
地
域
活
性
化
、
地

　
　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
を
。

　
　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
防
災
力
強
化
の
カ
ギ

　
　
で
あ
る
こ
と
は
、
強
く
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
力
の

　
　
高
揚
を
。

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
地
域
で
の
様
々
な
行
事
が
行
な
わ

　
　
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
を
豊
か
に
す
る
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の
村
の

課
題
に
つ
い
て
、
よ
り
よ
く
解
決
し
て
い
く
力
を
育

成
す
る
取
り

組
み
を
行
な

っ
て
い
る
。

　
村
を
誇
り

に
思
え
る
、

郷
土
愛
の
醸

成
の
た
め
の

教
育
や
、
ふ

る
さ
と
を
創

り
支
え
る
教

育
は
大
切
だ
。

村
長
　
山
林
資
源
や
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

清
水
高
原
の
活
性
化
を
図
る

　
　
　
観
光
道
路
わ
き
の
草
木
が
枯
れ
て
い
る
原
因

　
　
は
何
か
。

　
　
　
今
年
度
は
、
除
草
剤
散
布
を
行
な
っ
た
。
来

　
　
年
度
か
ら
は
、
観
光
道
路
の
自
然
を
守
る
た
め

に
、
草
刈
り
作
業
に
よ
る
道
路
わ
き
整
備
を
行
な
っ

て
い
く
。

　
　
　
観
光
道
路
の
崩
れ
落
ち
そ
う
な
倒
木
や
、
横

　
　
吹
沢
の
伐
採
し
た
木
材
撤
去
の
予
定
は
。

　
　
　
倒
木
は
早
期
に
撤
去
し
た
い
。
伐
採
し
た
木

　
　
材
は
松
本
森
林
組
合
の
対
応
と
な
る
。

　
　
　「
元
気
の
で
る
鐘
」
ま
で
の
登
山
道
を
整
備

　
　
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
除
草
整
備
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
具
体

　
　
的
な
整
備
予
定
は
な
い
。

　
　
　「
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
」
の
新
し
い
指

　
　
定
管
理
者
と
の
話
し
合
い
の
経
過
と
、
村
と
し

て
の
方
針
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
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光
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携
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す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
関
す
る
措
置

の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
山
形
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〇
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　〇
塵
芥
処
理
費

　
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
更
新
工
事
　
　
　
　
320
万
円

　
（
サ
ン
ク
ス
Ｂ
Ｂ
の
計
量
機
）

　〇
道
路
新
設
改
良
費

　
道
路
新
設
改
良
、
舗
装
新
設
事
業
工
事
　
143
万
円

　
（
唐
沢
交
差
点
）

　〇
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
費

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
　
　
　
　
　
150
万
円

　
（
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
増
額
）

〇
村
の
義
務
に
属
す
る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の

専
決
処
分
に
つ
い
て

〇
人
権
擁
護
委
員
　
　
河
西
　
廣
志
氏
　（
小
　
坂
）

〇
妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康
診
査
の
実
施
を
求

め
る
陳
情
書

〇
令
和
元
年
度
山
形
村
役
場
サ
ー
バ
ー
室
（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
関
係
）
無
停
電
電
源
装
置
用
非
常
用
発

電
機
設
置
工
事

　
千
886
万
円

〇
令
和
元
年
度
道
路
舗
装
補
修
工
事

　
＊
村
道
１
級
５
号
線
下
大
池
中
央
通
398
ｍ千

625
万
円

〇
令
和
元
年
度
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
ポ
ン
プ
更
新
工
事

　
（
汚
水
の
汲
み
上
げ
ポ
ン
プ
）

　
＊
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
ポ
ン
プ
場
４
箇
所
　
　
299
万
円

　
第
４
回
定
例
会
を
12
月
６
日
に
開
会
し
、
12

月
13
日
ま
で
８
日
間
開
催
し
た
。

　
議
案
12
件
、
陳
情
１
件
、
報
告
１
件
、
諮
問

１
件
を
審
議
の
う
え
可
決
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
８
日
に
11
人
が
登
壇
し
、

村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
な
っ
た
。

令
和
元
年

　
第
４
回
議
会
定
例
会

令
和
元
年

　
第
４
回
議
会
定
例
会

議
　
　
　
案

基

　金

　費

土

　木

　費

衛

　生

　費

主
な
事
業
等
補
正
予
算

工
事
の
発
注
状
況

報
　
　
　
告

諮
　
　
　
問

（
請

　願
・
陳

　情
）

（
請

　願
・
陳

　情
）

役場サーバー室無停電電源装置用非常用発電機設置工事
（インターネットを通してサービス提供するコンピューターバックアップ）

＊
山
形
村
と
し
て
妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康

　
診
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
村
長
へ
送
付
し
た
。

2３

Ｑ AA Ｑ

ＱＱ Ｑ AAA

Ｑ ＱA A
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風食対策のソルゴー

村
長
　
認
知
症
な
ど
早
期
に
支
援
を
行
な
う

　
　
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
や

　
　
農
作
業
な
ど
、
外
出
の
機
会
に
自
家
用
車
で
出

か
け
る
こ
と
が
多
い
が
、
昨
今
の
重
大
事
故
等
に
対

し
て
、
移
動
手
段
の
対
応
は
。

　
　
　
現
在
、
村
に
は
路
線
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
な
ど

　
　
が
あ
る
が
、
自
家
用
車
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

車
の
急
発
進
防
止
装
置
へ
の
補
助
等
を
行
な
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
て
近
隣

市
町
村
と
も
連
携
し
、
公
共
交
通
な
ど
の
移
動
手
段

を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
な
ど
で
、
介
護
を
行
な

っ
　
　
て
い
る
家
庭
の
負
担
に
、
ど
の
よ
う
に
支
援

が
で
き
る
か
。

　
　
　
徘
徊
な
ど
で
被
害
者
・
加
害
者
両
方
の
可
能

　
　
性
が
高
く
、
早
期
に
支
援
が
で
き
る
よ
う
医
療

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
で
の
検
討
を
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
徘
徊
に
対
し
て
は
、
地
域
の
見
守
り
で

早
期
発
見
を
し
て
、
家
族
の
元
へ
帰
れ
る
よ
う
、

Q
R
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
だ
き
、
発
見
者

が
素
早
く
家
庭
や
村
に
メ
ー
ル
で
の
連
絡
が
、
ス
ム

ー
ズ
に
行
な
え
る
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
の
準
備

を
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
台
風
19
号
で
の
村
の
対
応
、
今
後
の

防
災
体
制
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

村
長
　
答
申
を
受
け
、
ふ
る
さ
と
伝
承
館
は
来
年
度

中
に
取
り
壊
し
た
い

　
　
　『
ふ
る
さ
と
伝
承
館
』
の
公
共
建
築
物
あ
り

　
　
方
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
、
答
申
内
容
は
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
伝
承
館
は
耐
震
化
工
事
を
し
て
い

　
　
な
い
、
か
つ
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
自
然
災
害
が
山
形
村
で
も
起
こ
り
う

る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
た
め
、
早
急
に
保
存
資
料

を
移
転
し
て
取
り
壊
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
早
急
に
結
論
を
出
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
来
年
度
中
に
ふ
る
さ
と
伝
承
館
の
内
部
に
収

　
　
蔵
し
て
い
る
資
料
等
を
搬
出
し
、
ふ
る
さ
と
伝

承
館
は
取
り
壊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　役
場
夜
間
窓
口
開
設
は
15
年
経
過
、
検
証
は

　
　
　
関
係
の
部
署
に
よ
り
、
何
回
く
ら
い
検
証
が

　
　
行
な
わ
れ
た
か
。

　
　
　
検
証
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
職
員
の
意

　
　
見
等
を
聴
取
は
行
な
っ
て
い
る
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
費
用
対
効
果
の
検
証
は
ど
う
か
。

　
　
　
費
用
対
効
果
と
い
う
よ
り
は
、
住
民
サ
ー
ビ

　
　
ス
の
一
つ
の
形
態
と
考
え
て
い
る
。

　
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、
実
施
回
数
・
開
庁
時
間
・

休
日
開
催
の
可
能
性
、
職
員
体
制
の
見
直
し
な
ど
検

討
し
た
い
。

村
長
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
理

念
を
尊
重
し
な
が
ら
、
豊
か
な
農
地
を
守
る

施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い

　
　
　
風
食
は
環
境
破
壊
で
、
大
切
な
畑
の
表
土
の

　
　
流
失
だ
。

　
今
、
農
地
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

村
づ
く
り
の
中
心
に
置
き
、
環
境
破
壊
を
止
め
、
豊

か
な
農
地
を
守
ろ
う
と
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
が
、

風
食
防
止
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
グ

　
　
ロ
ー
バ
ル
目
標
の
こ
と
で
、
国
連
加
盟
国
が
環

境
や
貧
困
な
ど
17
の
大
き
な
目
標
と
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
具
体
的
な
169
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
`30
年
の
あ
る
べ
き
姿
を
基
に
、
い
ま
か

ら
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
行
動
し
達
成
し
よ
う
と

す
る
約
束
だ
と
理
解
し
て

い
る
。

　
当
村
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
本
格
的
に
取
り
組
む
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

こ
の
理
念
を
尊
重
し
な
が

ら
今
後
の
施
策
に
反
映
し

た
い
。

上條倫司議員

山
形
村
の
豊
か
な
農
地
は

　
　
　
　守
ら
れ
て
い
る
か

新居禎三議員

高
齢
者
が
安
心
し
て

　生
活
で
き
る
施
策
は

福澤倫治議員

公
共
建
築
物
あ
り
方

　検
討
委
員
会
の
答
申
は

村
長
　
改
定
し
て
３
月
末
ま
で
に
各
家
庭
に
配
布
す

る

　
　
　
10
月
17
日
松
本
建
設
事
務
所
よ
り
、
土
砂
災

　
　
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
に
関
す
る
調
査
結
果
に

よ
る
、
見
直
し
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
12
月
中
旬
に
は
、
調
査
結
果
を
県
に
報
告
の
う
え

許
可
を
得
る
予
定
で
あ
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
等
が
県
報
に

　
　
告
示
さ
れ
た
。

　
松
本
建
設
事
務
所
よ
り
図
面
等
の
資
料
が
提
示
さ

れ
た
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
改
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
各
家
庭
に
配
布
す
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
等
か

ら
「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
安
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
今
年
７
月
施
行
さ
れ
た
。
村
内

に
あ
る
農
業
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
た
め

池
は
、「
新
田
原
池
」
な
ど
６
ヶ
所
あ
る
。
中
で
も

決
壊
に
よ
る
水
害
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

新
田
原
池
、「
八
幡
の
男
池
、
女
池
」
が
対
象
と
な

り
、
こ
の
た
め
池
に
つ
い
て
も
、
今
回
改
定
す
る
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
。

　
そ
の
他
、「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

村
長
　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
効
果
的
な
居
場
所

づ
く
り
は
必
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る

　
　
　
児
童
館
は
登
録
利
用
児
童
が
多
く
、
手
狭
に

　
　
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

　
　
　
公
共
施
設
等
管
理
計
画
や
、
子
ど
も
・
子
育

　
　
て
支
援
事
業
計
画
の
中
で
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
、「
子
ど
も
の
居
場
所
」
の
中
に
含
め
検
討
し
て

い
く
予
定
。

　
　
　「
見
守
り
が
必
要
な
子
」
な
ど
の
専
用
な
部

　
　
屋
と
、
専
門
の
職
員
の
配
置
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
専
門
の
部
屋
は
無
い
が
、
必
要
な
場
合
は
パ

ー
　
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
け
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
学
習

を
し
て
い
る
。
専
門
家
に
つ
い
て
は
、
教
員
や
保
育

士
、
放
課
後
児
童
支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
　
　
近
隣
の
市
で
は
、
図
書
館
と
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
　
を
持
つ
施
設
が
あ
る
。
当
村
で
も
必
要
だ
が
。

　
　
　
当
村
で
も
子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
確
保

　
　
は
必
要
だ
。
今
の
施
設
で
利
用
可
能
な
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
研
究
し
た
い
。

　
そ
の
他
、「
村
所
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
活
用
方
法
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

村
長
　
環
境
基
本
計
画
に
行
動
指
針
盛
込
み
を
検
討

　
　
　
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
で
、
巨
大
台
風
が

　
　
発
生
す
る
危
険
性
が
、
指
摘
さ
れ
つ
づ
け
不
安

が
つ
の
る
中
、
県
内
で
も
甚
大
な
被
害
を
被
る
大
災

害
と
な
っ
た
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
、
村
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
　
　
公
共
施
設
の
L
E
D
化
や
空
調
機
器
の
更
新

　
　
な
ど
、
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
機
械
設

備
へ
の
改
修
や
、
日
常
業
務
で
の
事
務
用
品
の
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
化
の
徹
底
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。 大月民夫議員

「
地
球
温
暖
化
対
策
」

　
　
　　推
進
に
向
け
て

　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
強
化
策
や
新
た
な
計
画
は
。

　
　
　
新
年
度
は
第
４
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定
作

　
　
業
に
入
る
。
待
っ
た
な
し
の
環
境
問
題
を
真
剣

に
と
ら
え
て
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
少
し
ず
つ
で

も
確
実
に
、
温
暖
化
対
策
の
実
践
が
で
き
る
行
動
の

指
針
を
示
す
計
画
策
定
を
行
な
い
た
い
。

　
　
　
世
界
で
電
気
自
動
車
へ
の
シ
フ
ト
が
急
速
に

　
　
加
速
し
て
い
る
。
当
村
の
公
用
車
更
新
時
に
導

入
の
検
討
着
手
を
。

　
　
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
他
の
次
世
代
自
動
車

　
　
を
含
め
た
中
で
、
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は
重
視

し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、「
役
場
庁
舎
の
休
日
半
日
開
庁
」
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

竹野入恒夫議員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

　
　
　
　い
つ
配
布
か

春日　仁議員

小
学
校
の
教
室
を
開
放
し
、

放
課
後
教
室
、学
習
支
援
の
事
業
を

行
な
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

『
子
ど
も
の
居
場
所
』対
策
を
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風食対策のソルゴー

村
長
　
認
知
症
な
ど
早
期
に
支
援
を
行
な
う

　
　
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
や

　
　
農
作
業
な
ど
、
外
出
の
機
会
に
自
家
用
車
で
出

か
け
る
こ
と
が
多
い
が
、
昨
今
の
重
大
事
故
等
に
対

し
て
、
移
動
手
段
の
対
応
は
。

　
　
　
現
在
、
村
に
は
路
線
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
な
ど

　
　
が
あ
る
が
、
自
家
用
車
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

車
の
急
発
進
防
止
装
置
へ
の
補
助
等
を
行
な
っ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
て
近
隣

市
町
村
と
も
連
携
し
、
公
共
交
通
な
ど
の
移
動
手
段

を
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
な
ど
で
、
介
護
を
行
な

っ
　
　
て
い
る
家
庭
の
負
担
に
、
ど
の
よ
う
に
支
援

が
で
き
る
か
。

　
　
　
徘
徊
な
ど
で
被
害
者
・
加
害
者
両
方
の
可
能

　
　
性
が
高
く
、
早
期
に
支
援
が
で
き
る
よ
う
医
療

機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
で
の
検
討
を
定
期
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
徘
徊
に
対
し
て
は
、
地
域
の
見
守
り
で

早
期
発
見
を
し
て
、
家
族
の
元
へ
帰
れ
る
よ
う
、

Q
R
コ
ー
ド
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
だ
き
、
発
見
者

が
素
早
く
家
庭
や
村
に
メ
ー
ル
で
の
連
絡
が
、
ス
ム

ー
ズ
に
行
な
え
る
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
て
の
準
備

を
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
台
風
19
号
で
の
村
の
対
応
、
今
後
の

防
災
体
制
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

村
長
　
答
申
を
受
け
、
ふ
る
さ
と
伝
承
館
は
来
年
度

中
に
取
り
壊
し
た
い

　
　
　『
ふ
る
さ
と
伝
承
館
』
の
公
共
建
築
物
あ
り

　
　
方
検
討
委
員
会
の
検
討
結
果
、
答
申
内
容
は
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
伝
承
館
は
耐
震
化
工
事
を
し
て
い

　
　
な
い
、
か
つ
施
設
の
老
朽
化
が
著
し
く
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
自
然
災
害
が
山
形
村
で
も
起
こ
り
う

る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
た
め
、
早
急
に
保
存
資
料

を
移
転
し
て
取
り
壊
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
早
急
に
結
論
を
出
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
来
年
度
中
に
ふ
る
さ
と
伝
承
館
の
内
部
に
収

　
　
蔵
し
て
い
る
資
料
等
を
搬
出
し
、
ふ
る
さ
と
伝

承
館
は
取
り
壊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　役
場
夜
間
窓
口
開
設
は
15
年
経
過
、
検
証
は

　
　
　
関
係
の
部
署
に
よ
り
、
何
回
く
ら
い
検
証
が

　
　
行
な
わ
れ
た
か
。

　
　
　
検
証
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
職
員
の
意

　
　
見
等
を
聴
取
は
行
な
っ
て
い
る
。
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
費
用
対
効
果
の
検
証
は
ど
う
か
。

　
　
　
費
用
対
効
果
と
い
う
よ
り
は
、
住
民
サ
ー
ビ

　
　
ス
の
一
つ
の
形
態
と
考
え
て
い
る
。

　
住
民
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、
実
施
回
数
・
開
庁
時
間
・

休
日
開
催
の
可
能
性
、
職
員
体
制
の
見
直
し
な
ど
検

討
し
た
い
。

村
長
　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
理

念
を
尊
重
し
な
が
ら
、
豊
か
な
農
地
を
守
る

施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い

　
　
　
風
食
は
環
境
破
壊
で
、
大
切
な
畑
の
表
土
の

　
　
流
失
だ
。

　
今
、
農
地
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

村
づ
く
り
の
中
心
に
置
き
、
環
境
破
壊
を
止
め
、
豊

か
な
農
地
を
守
ろ
う
と
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
が
、

風
食
防
止
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
グ

　
　
ロ
ー
バ
ル
目
標
の
こ
と
で
、
国
連
加
盟
国
が
環

境
や
貧
困
な
ど
17
の
大
き
な
目
標
と
、
そ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
具
体
的
な
169
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
`30
年
の
あ
る
べ
き
姿
を
基
に
、
い
ま
か

ら
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
行
動
し
達
成
し
よ
う
と

す
る
約
束
だ
と
理
解
し
て

い
る
。

　
当
村
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
本
格
的
に
取
り
組
む
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

こ
の
理
念
を
尊
重
し
な
が

ら
今
後
の
施
策
に
反
映
し

た
い
。

上條倫司議員

山
形
村
の
豊
か
な
農
地
は

　
　
　
　守
ら
れ
て
い
る
か

新居禎三議員

高
齢
者
が
安
心
し
て

　生
活
で
き
る
施
策
は

福澤倫治議員

公
共
建
築
物
あ
り
方

　検
討
委
員
会
の
答
申
は

村
長
　
改
定
し
て
３
月
末
ま
で
に
各
家
庭
に
配
布
す

る

　
　
　
10
月
17
日
松
本
建
設
事
務
所
よ
り
、
土
砂
災

　
　
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
に
関
す
る
調
査
結
果
に

よ
る
、
見
直
し
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
12
月
中
旬
に
は
、
調
査
結
果
を
県
に
報
告
の
う
え

許
可
を
得
る
予
定
で
あ
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
等
が
県
報
に

　
　
告
示
さ
れ
た
。

　
松
本
建
設
事
務
所
よ
り
図
面
等
の
資
料
が
提
示
さ

れ
た
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
改
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
各
家
庭
に
配
布
す
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
等
か

ら
「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
安
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
今
年
７
月
施
行
さ
れ
た
。
村
内

に
あ
る
農
業
用
に
利
用
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
た
め

池
は
、「
新
田
原
池
」
な
ど
６
ヶ
所
あ
る
。
中
で
も

決
壊
に
よ
る
水
害
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

新
田
原
池
、「
八
幡
の
男
池
、
女
池
」
が
対
象
と
な

り
、
こ
の
た
め
池
に
つ
い
て
も
、
今
回
改
定
す
る
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
。

　
そ
の
他
、「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

村
長
　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
効
果
的
な
居
場
所

づ
く
り
は
必
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る

　
　
　
児
童
館
は
登
録
利
用
児
童
が
多
く
、
手
狭
に

　
　
な
っ
て
い
る
が
、
対
策
は
。

　
　
　
公
共
施
設
等
管
理
計
画
や
、
子
ど
も
・
子
育

　
　
て
支
援
事
業
計
画
の
中
で
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
、「
子
ど
も
の
居
場
所
」
の
中
に
含
め
検
討
し
て

い
く
予
定
。

　
　
　「
見
守
り
が
必
要
な
子
」
な
ど
の
専
用
な
部

　
　
屋
と
、
専
門
の
職
員
の
配
置
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
専
門
の
部
屋
は
無
い
が
、
必
要
な
場
合
は
パ

ー
　
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
け
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
学
習

を
し
て
い
る
。
専
門
家
に
つ
い
て
は
、
教
員
や
保
育

士
、
放
課
後
児
童
支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　
　
　
近
隣
の
市
で
は
、
図
書
館
と
交
流
ス
ペ
ー
ス

　
　
を
持
つ
施
設
が
あ
る
。
当
村
で
も
必
要
だ
が
。

　
　
　
当
村
で
も
子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所
確
保

　
　
は
必
要
だ
。
今
の
施
設
で
利
用
可
能
な
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
研
究
し
た
い
。

　
そ
の
他
、「
村
所
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
活
用
方
法
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

村
長
　
環
境
基
本
計
画
に
行
動
指
針
盛
込
み
を
検
討

　
　
　
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
で
、
巨
大
台
風
が

　
　
発
生
す
る
危
険
性
が
、
指
摘
さ
れ
つ
づ
け
不
安

が
つ
の
る
中
、
県
内
で
も
甚
大
な
被
害
を
被
る
大
災

害
と
な
っ
た
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
、
村
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
　
　
公
共
施
設
の
L
E
D
化
や
空
調
機
器
の
更
新

　
　
な
ど
、
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
高
い
機
械
設

備
へ
の
改
修
や
、
日
常
業
務
で
の
事
務
用
品
の
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
化
の
徹
底
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。 大月民夫議員

「
地
球
温
暖
化
対
策
」

　
　
　　推
進
に
向
け
て

　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
強
化
策
や
新
た
な
計
画
は
。

　
　
　
新
年
度
は
第
４
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定
作

　
　
業
に
入
る
。
待
っ
た
な
し
の
環
境
問
題
を
真
剣

に
と
ら
え
て
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
少
し
ず
つ
で

も
確
実
に
、
温
暖
化
対
策
の
実
践
が
で
き
る
行
動
の

指
針
を
示
す
計
画
策
定
を
行
な
い
た
い
。

　
　
　
世
界
で
電
気
自
動
車
へ
の
シ
フ
ト
が
急
速
に

　
　
加
速
し
て
い
る
。
当
村
の
公
用
車
更
新
時
に
導

入
の
検
討
着
手
を
。

　
　
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
他
の
次
世
代
自
動
車

　
　
を
含
め
た
中
で
、
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
は
重
視

し
て
い
く
。

　
そ
の
他
、「
役
場
庁
舎
の
休
日
半
日
開
庁
」
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

竹野入恒夫議員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

　
　
　
　い
つ
配
布
か

春日　仁議員

小
学
校
の
教
室
を
開
放
し
、

放
課
後
教
室
、学
習
支
援
の
事
業
を

行
な
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

『
子
ど
も
の
居
場
所
』対
策
を
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ＱA Ｑ
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村
長
　
福
祉
避
難
所
設
置
や
、
避
難
所
開
設
運
営
へ

の
女
性
目
線
の
必
要
性
等
多
く
の
課
題
あ
り

　
　
　
各
地
区
の
避
難
場
所
開
設
や
避
難
者
の
状
況
、

　
　
そ
し
て
福
祉
避
難
所
の
設
置
は
。

　
　
　
各
地
区
の
公
民
館
、
公
会
堂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
　
ィ
セ
ン
タ
ー
を
避
難
所
と
し
て
６
カ
所
開
設
し
、

小
坂
公
民
館
８
名
、
上
竹
田
公
会
堂
２
名
が
避
難
し

た
。
福
祉
避
難
所
は
設
置
し
て
い
な
い
。

　
　
　
９
月
１
日
の
防
災
訓
練
や
、
台
風
19
号
台
風

　
　
に
よ
る
避
難
所
開
設
に
関
し
て
の
問
題
点
、
そ

し
て
山
形
村
に
合
っ
た
独
自
の
目
安
と
は
。

　
　
　
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
、

　
　
避
難
所
開
設
運
営
へ
の
女
性
目
線
の
必
要
性
、

福
祉
避
難
所
の
開
設
等
多
く
の
問
題
点
と
課
題
が
あ

る
。
台
風
対
応
で
の
反
省
会
や
意
見
を
生
か
し
、
山

形
村
と
し
て
、
ど
う
い
う
体
制
で
災
害
に
対
応
す
る

か
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
　
各
地
区
で
起
こ
っ
た
災
害
等
を
伝
え
残
す
工

　
　
夫
を
、
小
学
校
ふ
る
さ
と
学
習
成
果
の
活
用
を
。

　
　
　
小
学
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
で
村
に
伝
わ
る
カ
ル
タ
に
、
小
坂
の
大
火
、
昭

和
20
年
の
水
害
で
殉
職
し
た
消
防
団
員
に
つ
い
て
も

盛
ら
れ
て
、
防
災
教
育
の
一
貫
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
村
の

助
成
を
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

村
長
　
村
内
に
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
表
示
や
標
識
の

設
置
箇
所
は
無
い

　
　
　
今
後
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
時
間
指
定
の
車

　
　
両
侵
入
禁
止
な
ど
の
措
置
は
取
れ
な
い
か
、
特

に
JA
山
形
支
所
整
備
セ
ン
タ
ー
か
ら
北
へ
の
道
路
に
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
指
定
は
小
学
校
を
中
心

　
　
と
し
た
半
径
500
ｍ
範
囲
の
通
学
路
に
限
ら
れ
る
。

交
通
安
全
委
員
会
の
許
可
や
道
路
沿
線
の
住
民
の
承

諾
が
必
要
と
な
る
た
め
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
村
と
し
て
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
は
行

　
　
な
っ
て
い
る
か
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
見
は

聞
い
て
い
る
か
。

　
　
　
教
育
委
員
会
は
平
成
28
年
３
月
に
山
形
村
通

　
　
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
７
月

に
は
推
進
会
議
を
設
置
し
、
関
係
者
に
よ
る
合
同
点

検
を
毎
年
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
中
学
生
の
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
の
指

　
　
導
は
行
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
年
度
初
め
に
は
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

　
　
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
師
が
通
学
状
況
を
街
頭
で
確
認

の
上
指
導
、
一
方
生
徒
の
自
転
車
の
危
険
運
転
に
関

す
る
地
域
住
民
か
ら
の
情
報
を
校
内
で
共
有
し
、
生

徒
指
導
に
つ
な
げ
て
い
る
。

教
育
長
　
小
学
校
の
給
食
に
お
け
る
砂
糖
使
用
量
は
、

平
均
１
日
3.5
グ
ラ
ム

　
　
　
砂
糖
の
摂
取
過
多
に
よ
る
児
童
並
び
に
園
児

　
　
に
及
ば
す
影
響
を
知
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
身
体
に
及
ぼ
す
悪
い
影
響
は
わ
か
っ
て
い
る

　
　
の
で
、
厚
生
労
働
省
の
’15
年
版
日
本
人
の
食
事

摂
取
基
準
に
基
づ
き
、
料
理
に
必
要
以
外
の
砂
糖
摂

取
は
控
え
て
い
る
。

　
　
　
熱
中
症
対
策
で
の
飲
料
水
は
何
か
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
500
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本

　
　
を
飲
用
す
る
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
基
準
の
１
日
25
グ
ラ

ム
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
の
で
、
糖
分
の
少
な
い

水
、
麦
茶
、
牛
乳
な
ど
を
勧
め
て
い
る
。

　『
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
は
』

教
育
長
　
今
年
６
月
、
塩
筑
校
長
会
で
小
学
３
年
生

か
ら
６
年
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
　
　
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
機
器
は
ゲ
ー
ム

　
　
機
が
最
も
多
い
。

　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
の
適
正

　
　
使
用
に
つ
い
て
の
指
導
は
し
て
い
る
か
。

　
　
　
見
知
ら
ぬ
相
手
と
ネ
ッ
ト
上
で
つ
な
が
る
危

　
　
険
性
な
ど
に
つ
い
て
、
松
本
警
察
署
生
活
安
全

課
の
職
員
を
講
師
に
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。

百瀬　章議員

児
童
・
園
児
の
砂
糖
の

　
　摂
取
過
多
の
抑
制
は

大池俊子議員

台
風
19
号
の
対
応
は

小林幸司議員

小
中
学
生
を
交
通
事
故
か
ら

　守
る
た
め
に
、通
学
路
の

　
　
　安
全
対
策
の
再
点
検
を

　　総　務　産　業
10月29日㈫
志摩市のSDCs未来都市計画
総合計画を基礎として重点計画を策定。
SDGsは、持続可能な社会を実現する
ために、世界中の国々や企業団体が共
有するまちづくりの目標です。
　志摩市が抱える課題　どうやって暮らしていけばいいの？

〇人口減少と高齢化の進行　〇「御食国」を支えてきた農林水産業者の減少
〇産業生産額の減少

＊「御食国」とは皇室、朝廷の海水産物を中心とした御食料を貢いだと
思われる国です。　　

　志摩市の持続可能な開発目標（SDGs）　
豊かで美しい志摩市を、次の世代に引き継いでいくために、SDGsを活用
し、みんなで連携して、志摩市のまちづくりを進めます。

10月30日㈬
農業法人　伊賀の里モクモク手づくりファーム
「農業の可能性と夢の具体化」
　環境への考え方　モクモクの“できる限りやさ
　しい宣言”生産（１次）×加工（２次）×流通販売
　サービス（３次）　➡　第６次産業
「農業の新しい価値の創造」に挑戦することが私
たちの役割です。

 

　　福　祉　文　教
10月15日㈫　富山市・射水市
富山型デイサービス
　　「しおんの家」「ふらっと」の２施設

富山型デイサービスとは
年齢や障がいの有無にかかわらず、誰もが一
緒に身近な地域でデイサービスを受けられる
場所。
小規模で家庭的な雰囲気の中、利用者が自然
に過ごせたり、利用者を限定しないなど、長
野県にはない形態の施設・サービスです。

10月16日㈬　砺波市・恵那市
現在、山形村の「ふるさと伝承館」は、老朽
化のため閉館中です。文化財や民具などをど
のように展示・収蔵していくのかが課題です。
そこで、砺波郷土資料館分室「砺波民具展示
室」、明智回想法センター「思い出学校」の
視察となりました。

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

村
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す

年
に
一
度
の
行
政
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

み け つくに

富山型デイサービス「ふらっと」にて

恵那市「明智回想法センター」にて

志摩市役所会議室にて

伊賀の里モクモク手づくりファームにて

み け つくに

い み ず

と な み
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村
長
　
福
祉
避
難
所
設
置
や
、
避
難
所
開
設
運
営
へ

の
女
性
目
線
の
必
要
性
等
多
く
の
課
題
あ
り

　
　
　
各
地
区
の
避
難
場
所
開
設
や
避
難
者
の
状
況
、

　
　
そ
し
て
福
祉
避
難
所
の
設
置
は
。

　
　
　
各
地
区
の
公
民
館
、
公
会
堂
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
　
ィ
セ
ン
タ
ー
を
避
難
所
と
し
て
６
カ
所
開
設
し
、

小
坂
公
民
館
８
名
、
上
竹
田
公
会
堂
２
名
が
避
難
し

た
。
福
祉
避
難
所
は
設
置
し
て
い
な
い
。

　
　
　
９
月
１
日
の
防
災
訓
練
や
、
台
風
19
号
台
風

　
　
に
よ
る
避
難
所
開
設
に
関
し
て
の
問
題
点
、
そ

し
て
山
形
村
に
合
っ
た
独
自
の
目
安
と
は
。

　
　
　
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
、

　
　
避
難
所
開
設
運
営
へ
の
女
性
目
線
の
必
要
性
、

福
祉
避
難
所
の
開
設
等
多
く
の
問
題
点
と
課
題
が
あ

る
。
台
風
対
応
で
の
反
省
会
や
意
見
を
生
か
し
、
山

形
村
と
し
て
、
ど
う
い
う
体
制
で
災
害
に
対
応
す
る

か
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
　
各
地
区
で
起
こ
っ
た
災
害
等
を
伝
え
残
す
工

　
　
夫
を
、
小
学
校
ふ
る
さ
と
学
習
成
果
の
活
用
を
。

　
　
　
小
学
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
で
村
に
伝
わ
る
カ
ル
タ
に
、
小
坂
の
大
火
、
昭

和
20
年
の
水
害
で
殉
職
し
た
消
防
団
員
に
つ
い
て
も

盛
ら
れ
て
、
防
災
教
育
の
一
貫
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
村
の

助
成
を
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

村
長
　
村
内
に
は
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
表
示
や
標
識
の

設
置
箇
所
は
無
い

　
　
　
今
後
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
や
時
間
指
定
の
車

　
　
両
侵
入
禁
止
な
ど
の
措
置
は
取
れ
な
い
か
、
特

に
JA
山
形
支
所
整
備
セ
ン
タ
ー
か
ら
北
へ
の
道
路
に
。

　
　
　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
指
定
は
小
学
校
を
中
心

　
　
と
し
た
半
径
500
ｍ
範
囲
の
通
学
路
に
限
ら
れ
る
。

交
通
安
全
委
員
会
の
許
可
や
道
路
沿
線
の
住
民
の
承

諾
が
必
要
と
な
る
た
め
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
村
と
し
て
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
点
検
は
行

　
　
な
っ
て
い
る
か
、
保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
見
は

聞
い
て
い
る
か
。

　
　
　
教
育
委
員
会
は
平
成
28
年
３
月
に
山
形
村
通

　
　
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
７
月

に
は
推
進
会
議
を
設
置
し
、
関
係
者
に
よ
る
合
同
点

検
を
毎
年
行
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
中
学
生
の
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
の
指

　
　
導
は
行
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
年
度
初
め
に
は
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

　
　
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
指
導
し

て
い
る
。
ま
た
、
教
師
が
通
学
状
況
を
街
頭
で
確
認

の
上
指
導
、
一
方
生
徒
の
自
転
車
の
危
険
運
転
に
関

す
る
地
域
住
民
か
ら
の
情
報
を
校
内
で
共
有
し
、
生

徒
指
導
に
つ
な
げ
て
い
る
。

教
育
長
　
小
学
校
の
給
食
に
お
け
る
砂
糖
使
用
量
は
、

平
均
１
日
3.5
グ
ラ
ム

　
　
　
砂
糖
の
摂
取
過
多
に
よ
る
児
童
並
び
に
園
児

　
　
に
及
ば
す
影
響
を
知
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
身
体
に
及
ぼ
す
悪
い
影
響
は
わ
か
っ
て
い
る

　
　
の
で
、
厚
生
労
働
省
の
’15
年
版
日
本
人
の
食
事

摂
取
基
準
に
基
づ
き
、
料
理
に
必
要
以
外
の
砂
糖
摂

取
は
控
え
て
い
る
。

　
　
　
熱
中
症
対
策
で
の
飲
料
水
は
何
か
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
500
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
本

　
　
を
飲
用
す
る
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
基
準
の
１
日
25
グ
ラ

ム
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
の
で
、
糖
分
の
少
な
い

水
、
麦
茶
、
牛
乳
な
ど
を
勧
め
て
い
る
。

　『
児
童
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
は
』

教
育
長
　
今
年
６
月
、
塩
筑
校
長
会
で
小
学
３
年
生

か
ら
６
年
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　
　
　
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
機
器
は
ゲ
ー
ム

　
　
機
が
最
も
多
い
。

　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
の
適
正

　
　
使
用
に
つ
い
て
の
指
導
は
し
て
い
る
か
。

　
　
　
見
知
ら
ぬ
相
手
と
ネ
ッ
ト
上
で
つ
な
が
る
危

　
　
険
性
な
ど
に
つ
い
て
、
松
本
警
察
署
生
活
安
全

課
の
職
員
を
講
師
に
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。

百瀬　章議員

児
童
・
園
児
の
砂
糖
の

　
　摂
取
過
多
の
抑
制
は

大池俊子議員

台
風
19
号
の
対
応
は

小林幸司議員

小
中
学
生
を
交
通
事
故
か
ら

　守
る
た
め
に
、通
学
路
の

　
　
　安
全
対
策
の
再
点
検
を

　　総　務　産　業
10月29日㈫
志摩市のSDCs未来都市計画
総合計画を基礎として重点計画を策定。
SDGsは、持続可能な社会を実現する
ために、世界中の国々や企業団体が共
有するまちづくりの目標です。
　志摩市が抱える課題　どうやって暮らしていけばいいの？

〇人口減少と高齢化の進行　〇「御食国」を支えてきた農林水産業者の減少
〇産業生産額の減少

＊「御食国」とは皇室、朝廷の海水産物を中心とした御食料を貢いだと
思われる国です。　　

　志摩市の持続可能な開発目標（SDGs）　
豊かで美しい志摩市を、次の世代に引き継いでいくために、SDGsを活用
し、みんなで連携して、志摩市のまちづくりを進めます。

10月30日㈬
農業法人　伊賀の里モクモク手づくりファーム
「農業の可能性と夢の具体化」
　環境への考え方　モクモクの“できる限りやさ
　しい宣言”生産（１次）×加工（２次）×流通販売
　サービス（３次）　➡　第６次産業
「農業の新しい価値の創造」に挑戦することが私
たちの役割です。

 

　　福　祉　文　教
10月15日㈫　富山市・射水市
富山型デイサービス
　　「しおんの家」「ふらっと」の２施設

富山型デイサービスとは
年齢や障がいの有無にかかわらず、誰もが一
緒に身近な地域でデイサービスを受けられる
場所。
小規模で家庭的な雰囲気の中、利用者が自然
に過ごせたり、利用者を限定しないなど、長
野県にはない形態の施設・サービスです。

10月16日㈬　砺波市・恵那市
現在、山形村の「ふるさと伝承館」は、老朽
化のため閉館中です。文化財や民具などをど
のように展示・収蔵していくのかが課題です。
そこで、砺波郷土資料館分室「砺波民具展示
室」、明智回想法センター「思い出学校」の
視察となりました。

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

村
づ
く
り
に
活
か
し
ま
す

年
に
一
度
の
行
政
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

み け つくに

富山型デイサービス「ふらっと」にて

恵那市「明智回想法センター」にて

志摩市役所会議室にて

伊賀の里モクモク手づくりファームにて

み け つくに

い み ず

と な み
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以
前
か
ら
傍
聴
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
質
問
の
作
り
方
・
内
容
が
ま

と
ま
り
、
わ
か
り
や
す
く
質
問
の
要

点
整
理
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
き
て
い

る
。

　
休
日
議
会
は
年
末
で
な
い
方
が
よ

い
。

（
下
竹
田
）
百
瀬

　厚
美
さ
ん

　
子
ど
も
の
居
場
所
・
通
学
等
の
子

ど
も
対
策
。

　
台
風
19
号
の
対
応
で
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
・
避
難
所
の
被
害
者
対
策

等
、
身
近
な
課
題
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、
興
味
深
か
っ
た
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
で
、
村
の
今
後

に
村
民
環
境
意
識
の
共
有
を
図
る
機

会
に
し
た
い
と
い
う
前
向
き
な
質
問

も
出
ま
し
た
。

　
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
上
竹
田
）
斉
藤

　信
夫
さ
ん

　
初
め
て
傍
聴
い
た
し
ま
し
た
。

　
正
直
な
感
想
と
し
て
、
と
て
も
面

白
い
と
内
心
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　
村
民
の
小
さ
な
声
な
ど
、
行
政
に

は
届
か
な
い
も
の
と
あ
き
ら
め
て
い

た
私
で
す
が
、
議
員
さ
ん
が
私
た
ち

を
代
表
し
て
、
村
に
質
問
や
提
案
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
わ
か

り
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
傍
聴
を
、
友
人
、
知
人
に

も
呼
び
か
け
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
上
大
池
）

　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ュ
ラ
ー
ク

　さ
や
か
さ
ん

　
初
め
て
傍
聴
い
た
し
ま
し
た
。

　
休
日
議
会
は
良
い
ア
イ
デ
ア
で
す

ね
。
各
議
員
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
質
問
し
、
ほ
か
の
地

域
の
取
組
も
調
べ
て
提
言
し
て
い

て
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

　
生
活
し
て
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ

と
や
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、

身
近
な
議
員
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合

え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
傍
聴
席
に
行
く
の
に
階
段
が
あ
り

ま
し
た
。
車
椅
子
の
方
は
ど
う
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

（
上
大
池
）
小
口

　佳
子
さ
ん

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
　
三
澤
　
一
男

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
百
瀬
　
昇
一

副
委
員
長
　
　
小
出
　
敏
裕

委
　
　
員
　
　
大
池
　
俊
子

委
　
　
員
　
　
竹
野
入
恒
夫

委
　
　
員
　
　
百
瀬
　
　
章

委
　
　
員
　
　
三
澤
　
一
男

編

集

後

記

　
昨
年
は
、
今
上
天
皇
が
即
位
さ
れ
、

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
な
り
、
現

憲
法
下
で
は
三
代
目
の
天
皇
と
な
り
、

歴
史
的
な
年
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は

前
年
同
様
、
村
民
の
皆
様
に
身
近
な

議
会
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
休
日
に
一
般
質
問
を
行
な
い

ま
し
た
。

　
ま
だ
発
信
が
足
り
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
傍
聴
に
お
越
し
に
な

り
ま
し
た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

三
　
澤
　
一
　
男

8

き
ん
じ
ょ
う

議場の傍聴席より

議
会
へ

　
私
の
一
言

議
会
へ

　
私
の
一
言

議
会
へ

　
私
の
一
言

議
会
へ

　
私
の
一
言

傍
聴
席
よ
り

傍
聴
席
よ
り

傍
聴
席
よ
り
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